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ウラからのぞけばオモテも見える 

佐藤オオキ 

 

要旨 

 佐藤オオキさんが思考法や行動哲学を紹介したい一冊。デザイナーの仕事は、新しく奇抜

なものを作るのではなく、あるべきものだがなかったものを補完するように仕事をしてい

くという、アイデアのようなもんではなく、問題解決のために新しく道を見つける作業であ

る。新しい道を見つけることによりクライアントに価値を提供するのがデザイナーの役割

である。デザインと経営は切り離すことができなく、現在だけではなく、過去と未来も含め

た時間軸の“面”で考えることが大事であり、細かくデザインするのではなく、幹や根を意識

することが大事である。また、明確なビジョンを考え細かく差別化することが重要であると

述べられている。アイデアをフル活用するためには、環境や状況を耕す、クライアントと考

えを共有して育てる、実現するために収穫する。このステップをしなければアイデアを最大

限に活用することはできないということも述べられている。 

 

感想 

 デザインは、ビジュアル的な要素を追求することが多々ある。自分の考えが固定概念に縛

られているというなと痛感した。また、この一冊では、ビジュアルといった点だけではなく、

クライアントとユーザーを近くに結び付けデザインしている。デザインとは、問題解決の新

しい道であるということを言われている。誰のためのデザインなのかということを踏まえ

ることを、私は忘れつつあるなと思いました。佐藤オオキさんの仕事に対する姿勢を学ぶこ

ともでき、自分も習得したいという内容がつまっている一冊となっている。 


